
 

 

 

 

 

 

  材料の回転（機械軸回転、結晶軸回転） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２３年１２月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 材料を扱う場合、方位の回転を考えることがあります。 

    例えば、ｃｕｂｅ方位からＧｏｓｓ方位を得る回転では、 

機械軸（ＲＤ軸）を４５度回転、あるいは結晶軸［１００］を４５度回転で求められる 

 しかし、Ｇｏｓｓ方位からＣｏｐｐｅｒ方位では 

 機械軸（ＴＤ軸）を５５度回転、あるいはＴＤ軸の結晶軸［１－１０］を５５度の回転で求める 

  

  TD軸を結晶軸に変換して計算が行われる。 

 

 この変換検証ツールを紹介します。 

 



ツール 

 結晶方位の回転 

  ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎ 

 

 極点図の作成 

  ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤ 

  

 極点図の回転 

  ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎ 

検証する方位 ｛１１０｝＜１－１２＞を RD軸［１－１２］軸に３５回転で{11 3 -4}<1 -1 2]を得る 

  

 材料軸を指定し、結晶軸に変換し回転を行う。 

 ***** NewCalc *****表示は計算結果に矛盾はありません。 INT/DOUBLEがほぼ整数に近い 



作業 

ＲＤ回転により{11 3 -4}<1 -1 2>が得られるのであれば、 

{1 1 0}<1-12>方位{11 3 -4},{1 -1 2}の極点図の RDを３５度回転で ND、RDが判明する。 

 

ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤにて{1 1 0}<1-12>方位の{11 3 4},{1 1 2}極点図作成 

 

ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎにてＲＤ軸３５度回転しＮＤ，ＲＤを判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤにて{11 3 -4},{1 -1 2}極点図作成 

Ｘ軸をＳｏｕｔｈとして｛１１０｝＜１-１２＞方位計算 

 

 

 

 本ソフトウエアでは、データ入力時(Southモード)は RD角度 180度として入力 

 ラウエカメラデータで beta=0 が Eastの場合、Eastモードでラウエカメラデータを入力 

 極点測定データの場合、直接極点データ（TXT2）を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



{１１３４}極点図作成 

 

 

  



同様に｛１１２｝も作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図を RD軸に３５度回転 

 

ＮＤ  

 

ＲＤ  

{11 3 -4}<1 -1 2>が得られている。 



使用したソフトウエアのバージュンは 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤ（Ｖｅｒ．２．０３） 

 ＣｒｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎ（Ｖｅｒ．１．１３） 

 ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎ（Ｖｅｒ．１．２１） 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ．１．２１） 

 組み合わせの場合、バージョンは同等以降で実現可能 

 異なる場合、問い合わせください。 

  

 


